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グループ 事例 母親の 子の障害・状態像 子の月齢 子の 参加回数 経済状態 母親の
および時期 年齢 出生順位 （特別児童扶養手当 就業の有無
　　　　　の年収上限）
Ⅰ 1 32歳 精神運動発達遅滞 1歳7か月 第1子 5回 以下 無
2004年 自閉症（疑）
　5月から 2 32歳 精神運動発達遅滞 1歳11か月 第2子 5回 以下 無
　9月まで 自閉症（疑）
3 29歳 ダウン症 1歳0か月 第1子 4回 以下 無
精神遅滞
4 41歳 ダウン症 1歳8か月 第4子 5回 以下 無
精神遅滞
5 29歳 ダウン症 8か月 第1子 2回で 以下 有（常勤）
精神遅滞 辞める
Ⅱ 6 43歳 ダウン症 1歳7か月 第1子 5回 以下 無
2006年 精神遅滞
　11月から 7 41歳 ダウン症 1歳10か月 第1子 4回 以上 有（パート）
2007年 精神遅滞
　3月まで 8 29歳 精神運動発達遅滞 2歳3か月 第1子 5回 以下 無
自閉症（疑）
9 23歳 重症心身障害児 1歳9か月 第1子 3回 以下 無
てんかん性脳症
10 36歳 重症心身障害児 2歳1か月 第1子 3回 以下 無
脳性麻痺、四肢麻痺
11 32歳 重症心身障害児 2歳1か月 第2子 4回 以下 無
代謝異常、進行性
疾患、予後不良
Ⅲ 12 34歳 重症心身障害児 1歳11か月 第1子 4回 以下 無
2007年 先天性症候群
　5月から 脳性麻痺
　9月まで 13 36歳 脳性麻痺 1歳11か月 第1子 4回 以下 無
両麻痺
14 28歳 脳性麻痺 1歳8か月 第2子 2回 以下 無
精神遅滞（軽）
15 35歳 ダウン症 1歳4か月 第2子 5回 以上 無
精神遅滞
16 41歳 ダウン症 1歳7か月 第3子 5回 以下 無
精神遅滞
17 40歳 ダウン症 1歳9か月 第2子 4回 以下 無
精神遅滞




19 37歳 脳性麻痺、両麻痺 1歳11か月 第3子 5回 以下 無
精神遅滞（軽）、斜視
Ⅳ 20 29歳 重症心身障害児 9か月 第2子 2回 以下 無
2007年 脳性麻痺
　11月から 四肢麻痺
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